
ARISTOS

【18.1】

空間内の 2平面
π1 : x−2y+2z+2 = 0, π2 :−2x+y+2z−1 = 0

の交線 gを含み, π1, π2の交角を 2等分する 2平面 π, π ′の方程式を求めよ.
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ARISTOS

【18.2】

空間内に正四面体 ABCDを考える.

頂点 A, Bは直線 g1上に, 頂点 C, Dは直線 g2上にあり,
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である. また, Aの x座標は Bの x座標より大きく, Cの x座標は Dの x座標より大きい.

(1) ABの中点 Eおよび CDの中点 Fの座標を求めよ.

(2) 正四面体 ABCDの 1辺の長さと体積を求めよ.

(3) Aおよび Cの座標を求めよ.
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【18.3】

xyz空間内において,

球面 S : x2 +y2 +(z−1)2 = 1に対して, 点 P
(√

3, 0, 2
)
から引いた接線の集合を C0とする.

(1) C0と xy平面 z= 0との共有点の集合を C1とするとき, C1の方程式を求め図示せよ.

(2) C0と球面 Sとの接点の集合を C2とするとき, C2がどのような図形かを述べよ.
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【18.4】

球面 S : x2 + y2 + z2 = 1と z軸との交点を A(0, 0, 1), B(0, 0, −1)とし, xy平面上の原点と異なる点を

P(x, y, 0)とする. また, 直線 PAが球面 Sと交わる (Aと異なる)点を Qとし, 直線 QBが xy平面と交わる点

を R(u, v, 0)とする. このとき, 次の各問いに答えよ.

(1) u, vのそれぞれを x, yの式で表せ.

(2) Pが xy平面上の直線 x+y = 1, z= 0上を動くとき, Rの軌跡および Qの軌跡を求めよ.

(3) Pが xy平面上の円 (x−1)2 +(y−1)2 = 1, z= 0上を動くとき, Rの軌跡を求めよ.
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